
 
Fig. 1 Excitation and emission spectra of KEu(MoO4)2 
precursor powder before H+-exchange powder (black line) 
and HEu(MoO4)2 nano-scroll powder after H+-exchange (red 
line). 
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ナノ蛍光体は高い透過性を示すことから、バイオイメージング材料、平面ディスプレイ材料、

結晶性 Si太陽電池用波長変換材料などへの応用が見込まれている。層状化合物を単層剥離するこ

とで得られるナノ材料の一つであるナノスクロールは、層一枚の末端から巻きあがり、チューブ

状に形状変化したものである。従来の合成では、水熱法 1)や酸処理後に有機物と反応させる方法

2)が用いられてきたが、一段階の反応のみで簡便に合成した方法や有機物を使用しない方法は未だ

に報告されていない。本研究では、プロトン交換による有機物を用いない簡便な手法での

HEu(MoO4)2ナノスクロールを作製した。 

固相反応法で合成した層状化合物前駆体 KEu(MoO4)2の層間の K+を希薄な 0.01M HNO3溶液中

での撹拌によってプロトン交換した。プロトン交換により得られた HEu(MoO4)2 はその過程で形

状変化し、結果として、ナノスクロール

HEu(MoO4)2を形成した。HEu(MoO4)2ナノス

クロールを分散させた溶液は Eu3+の 4f-4f 遷

移に起因する赤色発光を示し、同時に液晶性

も示すことが明らかになった。Fig. 1に前駆

体粉末とナノスクロール粉末の励起および

発光スペクトルを示す。反応前後で発光スペ

クトルに大きな変化は見られなかった一方

で、励起スペクトルでは、ナノスクロール粉

末において、340-450 nmにブロードな励起バ

ンドが新たに生成した。 
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